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当社は人や車の流れを改善する技術コンサルタントです。
1981年の創業以来、交通渋滞の改善や交通事故を防止するため、
延べ1,000件以上のプロジェクトに携わり、貴重な経験と実績を積み重ねてきました。

渋滞を治療するには
渋滞の症状を改善するため、次のような手順で調査を行います。渋滞の真の原因は発現前に現れていることが多いのですが、
この事実は一般にあまり知られていません。今、世の中を見わたすと、ゴールデンウィーク・お盆などに発生する

高速道路の大渋滞、市街地一般道の慢性渋滞、大型ショッピング

モールの前に進まない駐車場渋滞、列車やバスダイヤの乱れによる

人の渋滞など、様々なシーンで渋滞が日常化しています。渋滞は巻

き込まれた人を疲労させ、集中力の低下やイライラなどによって

事故を誘発し、その結果さらに渋滞を悪化させるという合併症を引

き起こします。渋滞する地域や施設は、その魅力ゆえに人や車が集

まりますが、渋滞でせっかくの魅力を損なう結果となっているのが

実情です。

当社は、様々な場面で渋滞の症状を改善し、効率性と安全性の向上

を図るための治療を施す「トラフィック・ドクター」として、お客様

のご要望に沿ったきめ細やかなサービスを提供し、社会に貢献した

いと願っています。

自社開発のビデオ調査機材やデータ可視化技術など最新
の技術を使い、効率的、科学的な調査を行い、様々な事象
を数値化します。

調査データに基づいて経験豊かなエンジニアがトラブル
の原因を発見し、お客様にわかりやすい資料を提供します。

原因を取り除き交通流を改善する対策案とシミュレー
ションによる効果予測などをご提案します。

代表取締役社長
土 井　元 治

検 査

診 断

治 療

ごあいさつ

私たちは人や車の流れを治療する
「トラフィック・ドクター」です。

93％交通事故
16％

交通の集中 77％

工事　2％ その他　5％

交通渋滞が発生する原因は、大きく
２つあります。最も多いのは、「交通
の集中」で、全体の 77％。次に「交
通事故」となり、この２つで全体の
93％にものぼります。

私たちは、これまで様々な現場で渋滞の調査を行い、データを

分析し、原因を特定して適切な治療方法を提案してまいりまし

た。交通渋滞が発生するのは、主に通行量が道路の交通容量を

上回る「交通の集中」によるものですが、高速道路と一般道で

はそれぞれ原因が異なり、治療法も違います。また、交通事故

も渋滞の原因となりますので、交通事故を未然に防ぐ対策も

実施しています。

交通渋滞

一般道渋滞発生の原因

高速道路
サグ部（上り坂）

交差点 バス停

合流 トンネル 料金所 サービスエリア

ショッピングモールなどの大型商業施設では、駐車場に入場

するための長い車の列をよく見かけます。さらに、やっと入場

できても、今度は空きスペースがなかなか見つけられないうえ、

中には逆走してくる車も少なくありません。これではせっかく

魅力的な施設であってもお客様は敬遠してしまいます。周辺

の道路状況を考慮しつつ、進入経路の設定や駐車場内での誘導

方法などを検討することで、お客様にとってストレスのない、

よりスムーズな車の流れを実現します。

大型商業施設

駅は大勢の人が移動する際の中継ポイントです。電車に乗って

駅に到着する人。電車に乗るために駅に到着する人。通勤時間

帯にはこの2つの大きな流れが交錯します。また、駅前ロータ

リーではバス以外にもタクシーや一般の送迎車両。さらには

放置された自転車などにより、駅周辺は大変な混雑となりま

す。駅のように様々な交通機関が集結する場所では、人や車の

動線、電車やバスのダイヤ、そして周囲の道路状況などを総合

的に把握した上での対策が必要となります。

ターミナル駅周辺

特に花火大会などの屋外イベントでは膨大な人数が集結しま

す。通常、特設会場は多数の人が集まる前提となっていない

場所が多く、ひとたび人の流れが渋滞してしまうと重大事故

につながるおそれがあります。イベント会場で最も重要なのは、

無理のない動線を明確に決めること、そして誘導員の配置と

誘導方法です。人が渋滞すると、他人との距離を確保できない

密着状態となり、ストレスが蓄積されます。極めて危険な状況

で、些細なきっかけでパニックとなるおそれがあります。

イベント会場

車の渋滞、人の渋滞
世の中では様々な場所で渋滞が発生しています。
車が集中する道路では車の渋滞、人が多く集まる場所では人の渋滞が発生します。
渋滞の原因は様々ですが、発生するメカニズムは車も人も同じです。
私たちは、あらゆる「渋滞」の場面において、最も効果的に渋滞を緩和・解消する方法を探り出し、
安全・快適な生活環境の実現に取り組んでいます。

道路の勾配が下りから上り
に変化する際、無意識のう
ちに速度が低下し、後続の
車両に影響を及ぼします。

合流を避けるため、走行車
線から追越車線へと強引に
車線変更する車両がいると、
速度が低下します。

トンネル内の暗さや圧迫感
などの心理的作用によって、
直前で速度を落としてしま
うと渋滞につながります。

かつては最大の原因と言わ
れていましたが、現在はETC
の整備によって大幅に減少
しています。

利用者の多いサービスエリ
アでは、駐車場が満車の場
合は車列が本線の路肩にま
で及びます。

一般道では、主に交差点が渋滞の原
因となっています。信号の点灯時間
や右左折車両が影響しています。

乗客の乗降のために停車するバスに
よるものですが、バスベイの整備な
ど、対策が進められています。（NEXCO東日本ウェブサイトより）
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▇ ラウンドアバウトの自動車挙動調査
▇ 都内踏切内の歩行者・自転車挙動調査
▇ 豪雪時における車両走行位置ビデオ調査

▇ 交差点改良に伴う渋滞状況分析
▇ 都市間高速道路トンネルボトルネックの渋滞原因調査
▇ 中央自動車道の渋滞対策検討

▇ ETC 車線案内標識に関するアンケート調査検討
▇ パーキングエリアの利用動向とお客様ニーズに関する意識
　 調査検討
▇ 渋滞予測情報の利用実態に関するグループインタビュー
　 調査検討

▇ 首都圏における交通流動及び交通事故分析手法に関する検討
▇ トンネル部の事故に関する分析検討
▇ 料金所広場の交通安全評価に関する検討

 ビューポールⓇ

高所からの様々な撮影が可能

既存の支柱（照明柱等）に添わせることで簡素化した軽量可搬式の高所
ビデオ撮影機材を開発しました。ポール本体は振り出し竿構造になってお
り、収納時1.6mとコンパクトな仕様にもかかわらず延伸時には約10m
の高さが確保でき、高所からのビデオ撮影が可能です。
（特許 第 4008021 号）（国土交通省NETIS 登録番号KT-100047-VE）
29年度 活用促進技術指定  新技術活用評価会議（関東地方整備局）

 ビューリーダーⓇ

映像解析サービス＆ソフトウェア

◆ View Reader 速度
断面の通過時刻を1/100秒刻みで読み取ることで正確な速度データを作成
することができます。

◆ View Reader 動線
車両や人の動きをトレースして、動線を画面上に描画します。動線を正確
にデータ化することで、走行位置や速度を分析できるので、道路改良計画
等の対策効果検証資料として活用できます。

当社ではVTR撮影映像から車両個々の位置データを取得し、平面座標に
展開する技術を開発しました。その結果、事故ポテンシャルの高い地点を
平面図に示すことができます。

 TCDAS（トクダス）
TCDAS(Traffic Counter Data Analysis System)とは、長期間の
車両感知器データを用いた様々な分析を可能とするシステムです。主な
アウトプットとしては、

　① 損失時間、走行経費算出
　② 交通量速度変動図作成

　③ カラーコンター図
　　 （等速度図）作成

　④ 旅行時間算出

　⑤ 時間係数算出

　⑥ QVK図作成　

等があります。

 交通渋滞予測システム
当社では交通渋滞予測システムとして、高速道路で発生する日々の渋滞を
年間予測することができる2つのモデルを開発しました。

① IOSYS（イオシス）
　Input/Output 法を使用
　IC ペアごとに需要交通量を設定し、詳細な交通状況の検討が可能

② TraCCS（トラックス）
　PointQueue 法を使用
　IC 区間交通量の増減比率を設定し、本線部の交通状況を検討

最新の技術で車の流れを調査・分析し、
交通渋滞を解消・緩和します。

自動車や人の流れを把握するために、高所からビデオ撮影できる
「ビューポールⓇ」やビデオから速度などを計測する「ビューリーダーⓇ」
を開発し、正確かつ効率的な交通調査に取り組んでいます。

効果的な交通渋滞対策の立案に向け、ボトルネックの特定と交通
容量低下要因を究明するとともに、渋滞予測シミュレーションモ
デルを開発し、渋滞対策の評価に取り組んでいます。

利用者のニーズを幅広く収集するために、目的に応じてWEBアン
ケート調査やグループインタビュー調査など各種調査を組み合わせ
て実施し、統計分析による利用者意識の把握に取り組んでいます。

安全に移動できる社会の実現を目指して、自動車や人の動きを可視
化する画像処理システムを開発し、事故発生要因の分析と適切な交
通安全対策の立案に取り組んでいます。

▇ 交通調査 ▇ 交通渋滞・容量分析

▇ 利用者意識調査

▇ 事故分析・交通安全対策

グループインタビューの様子

設置イメージ

収納時
1.6m

ビューポールⓇ及びビューリーダーⓇの詳細はソリューションサイトをご覧ください。 交通調査ドットコム
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地上作業ですべての設置が可能
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▇ 東名高速道路のインターチェンジ閉鎖影響検討
▇ 東京外環道インターチェンジ出口の交差点交通処理検討
▇ 駅前再開発事業の交通処理検討

 マイクロシミュレーション
当社では自動車交通流のマイクロシミュレーションソフトとして

　① NetSim

　② WATSim

　③ INSPECTOR

を保有しています。また、信号時間検討ソフトとして最新理論に適合した
モデル「APS -λ win」を保有しています。

▇ 首都高速道路交通管制システムのソフトウェア設計
▇ ETC2.0 運用データ作成
▇ 交通管制システム機能の活用・改善検討

利用者を第一に考え、
あらゆる角度から交通の流れをサポートします。

信号交差点や駐車場などの適切な交通処理を提案するために、マイ
クロシミュレーションなどを用いて面的な交通の流れの分析・評価
に取り組んでいます。

▇ プローブデータを用いた高速道路の渋滞対策検討
▇ プローブデータを用いた千葉県内一般道の渋滞対策検討
▇ プローブデータを用いた所要時間予測システムの検討

きめ細かい交通対策を提案するために、ETC 2.0プローブ情報や
商用車プローブデータ等より交通の流れや車両の挙動を把握できる、
ビッグデータ処理システムの開発に取り組んでいます。

▇ 交差点や駐車場の交通処理 ▇ ビッグデータの処理システム

▇ 東名高速道路のTDMによる渋滞対策検討
▇ 高速道路の交通需要マネジメント適用性検討
▇ 高速道路の円滑な利用に向けた運転者への広報検討

交通需要の時間的・空間的分散を目的とした情報提供のため、交通
特性を多角的に分析するとともに、利用者にとって分かりやすい
広報・啓発資料の作成に取り組んでいます。

▇ 交通需要マネジメント

複雑化する高速道路ネットワークに対応した交通情報の拡充に向け、
交通管制システムのソフトウェア設計をはじめ、中央処理装置の機能
強化に向けた検討や各種のパラメータ設定の検討に取り組んでいます。

▇ 交通管制システム

渋滞予測ガイドによる交通分散の呼びかけ

駅前再開発のシミュレーション例
プローブデータを用いた交通流動分析例

渋滞緩和広報
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調査には、当社が独自に開発した可搬式全天候型高所ビデオ

撮影装置「ビューポールⓇ」を使用します。現場の状況に応じて

簡単に設置できるので、あらゆる場面において対応が可能です。

混雑する場所や事故の危険がある場所などにビューポールⓇ

を設置し、高所から広範囲にわたって記録することで、人や

自転車の動きだけではなく、車の流れや信号機などを含めた

周囲の交通状況が明らかになり、問題の原因をつきとめて治療

を施すことが可能となりました。

活用促進技術とは？　
各地方整備局等の新技術活用評価会議は、優れた技術の活用促進を図るため、
「活用促進技術」を指定します。活用促進技術は、活用効果評価において、
総合的に活用の効果が優れている技術、特定の性能又は機能が特に優れてい
る技術、特定の地域のみで普及しており全国に普及することが有益と判断さ
れる技術等に該当する技術から選考されます。（NETIS パンフレットより）

活用促進技術に指定されると
国土交通省、地方整備局等は、計画的に当該技術の活用の促進を図っていき
ます。また、入札参加者が指定された技術を提案した場合には、審査の際に
高く評価されるとともに、その工事を請け負った場合にも高く加点されます。

人の流れを制御する。
広い視野で見極めればコントロールも可能です。

私たちは「トラフィック・ドクター」としての技術を人の流れ

に応用することで、身近に起こる渋滞を緩和し、より安全で

快適な生活環境の実現に取り組んでいます。例えば、駅や

バス停ではダイヤの乱れなどによって人の流れも渋滞します。

また、花火大会などのイベント会場では観客の集中によって

渋滞となります。その他、繁華街の横断歩道、交通量の多い

踏切、さらには放置自転車による交通障害など、身のまわりで

は実に様々な渋滞が発生しています。そして、あらゆる渋滞は

規模の大小に拘わらず、常に事故の危険性をはらんでいます。

● 駅前広場

● イベント会場

駅前交差点を撮影し、観客の流れを調査
イベント終了後、駅に流入する観客の行動を調査しました。臨時
電車が出ているものの、5分に 1本しかないため駅の入場制限が
かかっていました。大量の帰宅者を捌くため、警備員が誘導を行っ
ている状況を分析しました。

● 繁華街交差点

交差点を撮影し、歩行者数を調査
夕方の帰宅ピーク時の横断歩道の状況を調査しました。人の重な
りが少ない高所からの映像で大量の歩行者を正確にカウントし
ました。

● 踏切

● 放置自転車

駅に近い自転車歩行者道の通行状況を調査
放置自転車による通行阻害について調査しました。朝ピーク時
（8時台）に放置自転車はありませんでしたが、16時40分に12台
放置自転車ブロックが形成されていました。放置自転車によって
歩道の有効幅員が約4.5mから約2.5mに減少したため、歩行者・自転
車の交通流に大きな影響を及ぼしていました。

駅前ロータリーバス乗り場の利用実態を調査
将来の乗客需要増加に向けたバス輸送力増強対策について検討す
るため、バス乗り場の利用実態を調査しました。乗客需要の第１次
ピークは8時 5分～8時 30分まで、最大のピークは8時 15分
頃となり、乗客の待ち行列は8時 22分頃に最大 130mにも達し
ました。

踏切内の歩行者行動を調査
踏切内交通状況シミュレーションの開発に向け、踏切内の通行実態を
調査しました。踏切サイクル、踏切内通過速度、踏切内存在人数
を整理し、通行者が別の通行者の通行挙動に影響を与える範囲等を
分析しました。

特許  第4008021号
NETIS 登録  KT-100047-VE

「撮って、診る」という技術
全体を見渡すことで、見えてくるものがあります

高所ビデオ撮影装置　ビューポールⓇ

快適な生活環境のために
渋滞は車だけの問題ではありません

ビューポールⓇがNETIS の活用促進技術に指定されました

29年度 活用促進技術指定 新技術活用評価会議
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山裾を巻く感じの平面線形として地形改変量
を最小化するとともに中央分離帯に既存林を
保存した設計例

案内標識と標識視認性の検討例

舗装計画後の完成風景道路堀割り区間上空の有効利用提案例

夜間通行止め時の迂回状況出力例

パーキングエリアのバリアフリー化例

道路利用者の勢力圏分析事例

 交通量配分システム
当社では交通量配分システムとして、

　① アサインMEX（転換率式・QV分割配分）

　② アサインMEX2（転換率式・均衡配分）

　③ アサインNEXCO（転換率式・QV分割配分）

を開発しました。

 CAD システム
当社ではCADシステムとして、

　① Civil 3D土木用CADソフト
　② APS-K Win 車両走行軌跡作図システム
　③ APS-Mark Ⅳ Win 道路線形計画システム
　④ AutoCAD LT 汎用CAD ソフト
　⑤ 道路平面図作成システム

を保有しています。

▇ 東名阪自動車道実施計画図面作成
▇ 東北横断自動車道道路設計
▇ 首都高速道路西新宿インターチェンジの立体化線形検討

▇ 東京外かく環状道路の整備効果検討
▇ スマートICの整備効果検討
▇ 幹線道路の立体化事業の整備効果検討

▇ 高規格高速道路の設計基準検討
▇ 高規格幹線道路のトンネル路肩適正幅員に関する調査検討
▇ サービス施設のバリアフリー化に関する調査検討

▇ 東京西部地域の交通量推計「交通シミュレーションによる
　 動的配分手法」
▇ 首都圏計画路線の交通量推計「転換率式併用利用者均衡　 
配分手法」
▇ 中部地域の一般道交通量推計「QV式分割配分手法」

▇ 有料道路の経営調査検討
▇ 諸外国の高速道路整備に係わるマスタープラン等に関する
　 調査検討
▇ 高速交通の運用に関する検討

地図に新しい道路が記される。
各種調査・設計業務も私たちの得意分野です。

各種プロジェクト具体化のために、需要予測に基づく採算性や費用
便益分析、設計計画による技術面の評価、完成後の交通処理計画など
総合的な視点でプロジェクトの実現可能性調査に取り組んでいます。

▇ 計画・実現可能性調査

利用者の視点に立った設計をモットーに、交通解析のノウハウを活
かして道路本体やスマートインターチェンジを含めた休憩施設などの
各種設計に取り組んでいます。

▇ 道路設計・舗装設計

▇ 横浜横須賀道路標識設計
▇ 新名神高速道路標識設計
▇ 首都高速道路湾岸線区画線・標識設置計画検討

近年の道路整備に伴って複雑化するネットワークに対応した案内標識
の計画・設計から各種標識デザインまで、案内方法や表示内容の検討
に取り組んでいます。

▇ 標識設計

▇ 道路デザイン指針の策定
▇ 中部横断自動車道の景観デザイン検討
▇ 北海道縦貫自動車道の景観デザイン検討

美しい自然風景や洗練された都市空間を生かし、原風景に馴染んだ
空間形成を目指した道路や構造物の計画・設計に取り組んでいます。

▇ 景観デザイン

需要予測、渋滞予測および費用便益分析による事前評価や、旅行時間
変化、沿道市町村の経済指標の時系列分析、事業所ヒアリングに基づ
いた事後評価など道路の整備効果の定量的な評価検証に取り組んで
います。

▇ 整備効果分析

新東名や新名神高速道路に代表される規格の高い道路幾何構造や
車線運用のあり方などに関する調査分析を行い、各種計画基準の検討
に取り組んでいます。

▇ 計画基準

道路事業の有無による交通流動の変化を把握するために、自動車の
走行経路を推定する交通量分配システムを開発し、交通状況予測の精
度向上に取り組んでいます。

▇ 交通量推計

単一断面

高低分離断面
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主要取引銀行

株式会社 道路計画 / Highway Planning Inc.

〒170-0013　東京都豊島区東池袋2-13-14 マルヤス機械ビル　TEL：03-5979-8855

1981 年 2月 23日

15,000,000 円

代表取締役社長　土井  元治（技術士）
監査役　内山  久雄（東京理科大学 名誉教授）

道路・交通に関する計画、調査、設計、技術情報収集・供与に関する業務

建設コンサルタント登録（建 26第 3270 号・登録部門 : 道路）測量業者登録  第 (2)-32615 号

技術職員 22名　事務職員 2名　計 24名

博士（工学）：1名
技術士：7名（うち、総合技術監理 1名）
RCCM：4名
測量士：1名
一級土木施工管理技士：1名
情報処理技術者（データベーススペシャリスト）：1名
情報処理技術者（応用情報技術者）：1名

みずほ銀行  新宿中央支店

国土交通省
内閣府

東京大学
東京工業大学
名古屋大学

公益財団法人 高速道路調査会
公益財団法人 鉄道総合技術研究所
公益社団法人 日本交通計画協会
一般財団法人 道路新産業開発機構
一般財団法人 計量計画研究所
一般社団法人 交通工学研究会

東日本高速道路 株式会社
中日本高速道路 株式会社
西日本高速道路 株式会社
株式会社 高速道路総合技術研究所
首都高速道路 株式会社
株式会社 ネクスコ東日本エンジニアリング
株式会社 ネクスコ・エンジニアリング東北
中日本ハイウェイ・エンジニアリング東京 株式会社
中日本ハイウェイ・エンジニアリング名古屋 株式会社
西日本高速道路エンジニアリング関西 株式会社
西日本高速道路エンジニアリング中国 株式会社
西日本高速道路エンジニアリング四国 株式会社

三菱電機 株式会社
株式会社 東芝
株式会社 三菱総合研究所
日本工営 株式会社
パシフィックコンサルタンツ 株式会社
株式会社 建設技術研究所
株式会社 オリエンタルコンサルタンツ
株式会社 長大
電気技術開発 株式会社
株式会社 日建設計総合研究所
清水建設 株式会社
大成建設 株式会社

平成 28年度
平成 27年度
平成 22年度
平成 21年度
平成 21年度
平成 19年度

国土交通省
首都高速道路株式会社
東日本高速道路株式会社
東日本高速道路株式会社
首都高速道路株式会社
東日本高速道路株式会社

優良業務表彰
社長表彰
優秀業務表彰
優秀業務表彰
社長表彰
優良業務表彰

可搬式全天候型高所ビデオ撮影装置

VTR撮影画像から交通量を計測する
専用ソフト

カメラ等の高所据付具ビューポールⓇ

 （特許第 4008021号）

ビューリーダーⓇ交通量
  （特許第 5879587号）

交通量計測方法及装置
  （特許第 3602226号）

パソコンを交通量調査支援装置として機能
させるためのコンピュータプログラム

表 彰

特 許

車両感知器による交通量計測の判断
基準と装置

通過車両台数計測方式および装置

受賞名 表彰者

使用内容発明の名称製品名

▇ 会社概要

（2017.6 月現在）

信頼される技術コンサルタントであるために

▇ 主な取引先（順不同・敬称略）

▇ 技 術

当社開発システム / 技術 当社使用システム / ソフト
 可搬式全天候型高所ビデオ撮影装置
　ビューポールⓇ

　（国土交通省NETIS 登録番号KT-100047-VE）

 画像処理システム
　ビューリーダーⓇ

　（交通量、車頭時間、速度、走行位置、軌跡）
　交通現像解析システム（射影変換、交通流動解析）

 交通量配分システム
　アサインMEX（転換率式・QV分割配分）
　アサインMEX2（転換率式・均衡配分）
　アサインNEXCO（転換率式・QV分割配分）

 速度計測システム
　スピードレコーダー

 通行量常時観測データ処理システム　[TCDAS ]
　損失時間・走行経費算出・移動所要時間算出
　カラーコンター図作成・交通量速度変動図作成
　時間係数算出・QVK図作成

 交通渋滞予測システム　[ IOSYS/TraCCS ]
　インプット/アウトプットモデル（インターチェンジペアモデル）
　Point Queue モデル（分流比率モデル）

 CAD
　Cifil3D 土木用CADソフト・AutoCAD LT 汎用 CADソフト
　APS-K Win 車両走行軌跡作図システム
　APS-MarkⅣWin 道路線形計画システム

 マイクロシミュレーション
　NetSim・WATSim・INSPECTOR

 信号時間検討システム
　APS -λ win

 バーチャルリアリティー
　UC-win/Road

 地理情報システム（GIS）
　Mapinfo

私たちは、技術コンサルタントとしてのノウハウを存分に発揮

し、お客様のご要望に沿ったきめ細やかなサービスの提供と

社会貢献にむけて、次のような企業理念のもとに業務を遂行

しています。

100％自己資本による経営を行うことで企業の中立性を堅持し、

少数精鋭の体制を維持しつつ、社内直営の執行体制により、

高品質な検討成果の確保に努めています。

私たちが業務を遂行する上で常に心がけていることは、「与え

られたデータをむやみに信用しない」、「検討結果の妥当性を

様々な角度からチェックする」、「クライアントの立場に立って

資料を作る」の3 点で、この精神に則って業務に取り組むこ

とで、これまで多くのお客様から信頼をいただいてまいりま

した。

さらに、事前に与えられた条件が現場に行ってみると実態と

異なることもあることから、現場を観察することを重視して

います。写真は、当社で道路計画設計を担当した現場の建設

過程を記録したもので、先頭を歩くのが創業者の岩間滋です。

「必ず現場を見て自分の目で確かめる」。その姿勢は1981年

の創業以来、今も変わることはありません。
① 資本の独立 　   ② 少数精鋭　　 ③ 直営主義


